
診療計画説明書 緊急腹腔鏡下胆嚢摘出術

終 了 基 準 ・発熱がない　　　　　・傷に問題がない

経 過 手術当日（後） 術後１日目 術後２日目 術後３日目 術後４日目（退院）

月 / 日 / / / / /　　　　

達成
目標

・日常生活についての注意点が理
解できる

・手術時より、血栓予防のためにハイソックスをはいてい
ます

・お腹に管が入る場合もあります

・抗生剤、その他の点滴をします
・夜まで点滴があります
・点滴終了後に針を抜きます

・手術前より薬を内服されていた方は、医師の指示があるまでお待ち下さい

※病名等は、現時点で考えられるもであり、今後検査などを進めていくにしたがってかわります。

※入院期間や治療内容は現時点で予想できるもので、症状により変わります。 003

・採血をします（以後適宜行います）

・痛みが強い時は、医師の指示に従い痛み止めを使いますので、看護師にお伝えください

・拭きにくいところは看護師が拭きます

・尿をだす管を抜きます
・トイレにて排泄ができます

・医師の許可後、朝から水分がとれます
（最初はお茶、水にして下さい）
・食事は昼食から再開します（全粥食です）

・ベット上安静です
膝立て、寝返りはできます

・尿管の管が抜けたら歩行できます ・病院内自由です
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説明
同意

◆定期受診について
・定期受診は必ず受診しましょう。それ以外でも、体調が悪かったり、
おかしいなと思う時は、受診してください

・主治医が手術の結果を家族の方に説明しますので、
病棟のお部屋かディールームでお待ち下さい

・深呼吸をしましょう
・痛みや苦痛があれば看護師に伝えてください

・看護師の指導のもと、動きの範囲を広げましょう

清潔
・看護師が身体を拭きます

・トイレにて排泄できます

薬剤

排泄

食事
・絶飲食ですが、喉が渇いたらうがいができますので、
看護師にお知らせ下さい

安静度

・手術中に尿を出す管が入ってきます
・便意を感じたらベット上で排便介助をおこないます

・朝より米飯です

・状態に応じて、シャワー浴ができ
ます
（シャワー浴の方法について説明し
ます）

・合併症がみられない
・痛みのコントロールができる
・傷に問題がない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・離床ができる

検査
処置

・酸素マスクは医師の指示があるまでつきます
・自動血圧計が術後４時間程度つきます
・心電図モニターは翌朝までつきます

・歩けるようになればハイソックスをぬぎます

・お腹の管があれば抜きます


